


　東京都環境公社は、東京都及び区市町村の環境行政を補完・支援し、廃棄物の適正処理と資源
循環の促進、スマートエネルギー都市の実現、自然環境の保全活動の一翼を担うとともに、東京都
環境科学研究所が、都市環境の改善向上に資する調査研究活動を日々進めています。
　加えて、これら基幹４事業から得られた知見とそれぞれのフィールドを利用して、幅広い観点から
「環境学習・普及広報」の取組を実施しています。
　これらの活動を通じて、当公社は快適な都市環境の創造と持続可能な都市東京の実現に貢献して
まいります。皆様の一層のご指導、ご支援をよろしくお願い申し上げます。

公益財団法人　東京都環境公社　理事長　川澄俊文
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　太陽光発電等に適した屋根が一目で分かる「東京ソーラー
屋根台帳」の公開を行っています。また、再生可能エネルギー
由来のＦＩＴ電気を公社施設に供給するモデル事業により
培った電気の需給調整等のノウハウを活かし、再エネ新電力
の設立を検討する自治体等へアドバイザーを派遣します。
　さらには、水素社会の実現に向けて、燃料電池自動車の普
及や水素ステーションの整備に対する助成金事業を実施す
るとともに、水素情報館「東京スイソミル」において水素エネ
ルギーに関する普及啓発を行っています。





　中央防波堤外側埋立処分場及び新海面処分場の延命化に向
けて、受入指導や覆土作業等の埋立処分作業のほか、場内の環
境保全作業を行っています。また、河川における衛生的環境の
確保と美観の保持を図ることを目的に、都内30河川の清掃を行
い、良好な河川環境の創出に寄与しています。

　都内の区市の家庭から排出される粗大ごみ及び家電リサイク
ル法の対象品目に対する収集の受付や、高品質な再生砕石を製
造できる能力を持つ施設に対して認証を行うなど、資源の循環
利用を推進しています。
　また、都内の中小企業者等が所有する変圧器等のPCB廃棄
物の収集運搬等費用の一部を助成する事業や、医療廃棄物処
理の追跡管理等、廃棄物の適正処理を推進しています。
　さらに、産業廃棄物の適正処理に向けて、排出事業者及び処
理業者を対象とした講習会やセミナーを開催しています。



①自動車環境対策の総合的な取組に関する研究
②資源循環に関する研究
③微小粒子状物質の濃度低減等に関する研究
④有害化学物質の分析法・環境実態の解明に関する研究
⑤水環境の保全に関する研究
⑥東京都におけるヒートアイランド現象等の実態に関する研究
⑦水素蓄電を活用したまちづくりに向けた調査

　東京都からの受託研究や首都大学東京等との共同研究、
国・民間企業からの外部資金を活用しての研究など、東京都
の環境行政に資する調査研究を実施しています。

当研究所は科学研究費助成事業（科研費）に応募できる研究機関に指定されています。




